山形県中学校体育連盟 令和７年度 地域クラブ活動の登録要件チェックシート【様式２】

	· 山形県中学校体育連盟は、本連盟への登録を希望する地域クラブ活動に対し、中学生の健全な成長のために教育活動の一環である部活動に準じる内容を求めます。その趣旨に賛同できない場合や下記要件に当てはまらない場合、虚偽の内容が判明した場合は、登録や大会参加が認められません。また、引率者・監督として相応しくないと大会本部か判断した場合は引率者・監督の退場もあり得ます。
· 本要件は、山形県中学校体育連盟独自のもので、他県や他ブロックと異なる可能性があります。


要件内容を満たしているかを確認し、✓ でチェックしてください
	
	項目
	内容

	
	参加資格
	· 山形県中学校体育連盟の目的及び長年にわたる活動を理解し、それを尊重すること
· 大会開催基準、基本要項、各競技要項を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項に従うこと。

	組織
	1 登録
	· 各競技の競技団体へ登録していること
· 各専門部で求められている登録(選手・指導者等)を完了(申請)していること

	
	2 規約
	· クラブとしての規約があること　※施行が登録年月日よりも前である

	
	3 実績
	· 組織として登録申請日以前に活動実績があり、今後も継続的な活動が見込めること

	
	4 加入
	· 募集要項等があり、当該クラブでの活動を希望する生徒が所属可能であること
※不特定多数に周知できるような方法がとられている

	
	5 運営
	· 運営役員等が体系的に組織され運営していること

	
	6 会計
	· 組織の運営において、会計担当者・監事がそれぞれにいること
· 予算と決算をたて、毎年監査を行うなど会計が明朗であること

	
	7 資格
	· 指導者資格(JSPO(日本スポーツ協会)認定等種類不問)をもった指導者が在籍していること　※令和７年度は県総体までの猶予とする

	
	8 大会参加
	· クラブとして登録年度の中体連主催大会への出場意思があり、クラブから大会出場意思のある選手が正規試合人数を満たす見込みがあること
· 「県中体連主催大会基本要項 参加資格の特例」「各大会 各競技 参加資格細則」を満たしていること　※山形県中学校体育連盟ＨＰ掲載

	
	9 指導者
	· 指導者は、活動の指導中における暴力・体罰・セクハラ等により代表者や各競技団体等から懲戒処分を受けていない者であること
· 指導者は、体罰やハラスメント行為等を今後も決して行わないと誓約していること

	活動
	1 ガイド
ライン
	· 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン』(令和4年12月27日スポーツ庁・文化庁発出)の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること　※山形県中学校体育連盟ＨＰ掲載

	
	2 連携
	· 所属学校や保護者など、所属生徒の関係機関と日常的に十分な連携や協力が図られていること　※所属生徒の在籍学校連絡担当者を把握している

	
	3 保険
	· 日常活動・大会参加・移動時を含めた全活動を補償する保険に加入していること

	
	4 研修
	· 指導者養成研修等の研修会(主催不問)へ定期的に(1年1回以上)参加していること

	
	5 計画
	· 適切な休養日を設定(平日・週末各１日)した活動計画を公表し、遵守していること

	大会参加
	1 編成
	· 居住地と在籍学校が山形県内の生徒だけで大会エントリーメンバーが組織されていること　※個人・団体どちらも該当する

	
	2 申込
	· 大会基本要項・競技要項に則り、クラブの代表者もしくは責任者の押印の上、クラブで責任をもって申し込むことができること

	
	3 引率
・監督
	· クラブの責任ある代表者・指導者が生徒を引率・監督すること
· 引率者や監督に規定違反や不適切な言動がないこと
· 監督は一連の大会全てを通じて複数チームの監督を担わないこと

	
	4 運営協力
	· 出場枠のある競技について、参加希望数が上回ったときに、同一競技の当該クラブ同士で代表選出を実施できること
· 実行委員会・大会役員・競技役員として、準備から大会運営に参画可能であること
· 各専門部の細則で示された大会運営協力に携わる人数を拠出できること

	
	5 費用負担
	· 各大会基本要項に記載された参加料や経費負担の応分について負担可能であること


クラブ代表者　氏名
㊞


